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天
高
く
豊
穰
の
秋
を
迎
え
鼓
に

新
市
庁
舎
の
竣
工
を
見
た
こ
と

は
高
萩
市
の
愈
々
振
展
を
意
味

す
る
も
の
と
考
へ
ま
し
て
誠
に

喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

回
顧
す
れ
ば
昭
和
二
十
九
年
町

村
合
併
に
よ
り
市
制
施
行
と
と

も
に
高
萩
市
の
誕
生
と
な
り
ま

し
て
以
来
行
政
の
基
礎
的
体
形

樹
立
と
市
の
一
体
制
確
立
の
た

め
努
力
を
重
ね
つ
上
参
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

合
併
以
来
支
所
の
廃
止
と
と
も

に
旧
高
萩
町
役
場
の
一
ヶ
所
に

事
務
所
を
統
合
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
到
底
收
容
し
き
れ
ず

四
ケ
所
の
事
務
所
に
分
散
執
務

の
止
む
な
き
状
況
に
て
不
便
狭

溢
の
み
で
な
く
採
光
通
風
も
悪

く
職
員
の
健
康
上
に
も
影
響
し

一
般
市
民
へ
の
円
滑
な
サ
ー
ビ

ス
が
困
難
の
実
情
か
ら
新
市
庁

舎
の
建
設
は
早
く
か
ら
要
望
さ

れ
て
お
っ
た
で
ご
ざ
い
ま
す
。

L■~

新
庁
舎
の
竣
工
に
当
り
て

高
萩
市
長
小
峯
威
夫

幸
い
市
民
の
皆
様
の
市
政
に
対

す
る
深
い
御
理
解
と
熱
意
に
よ

り
ま
し
て
昭
和
三
十
二
年
度
に

お
い
て
議
会
の
議
決
を
経
て
具

体
的
実
現
の
計
画
に
入
っ
た
次

オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
建
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
将
来
の
発
展
と
諸
般
の
事

情
か
ら
永
久
的
建
築
の
方
策
を

探
り
鼓
に
總
坪
数
五
七
八
坪
總

工
費
四
七
五
四
万
円
を
以
て
鐵

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
建

築
が
な
さ
れ
た
の
で
、
こ
ざ
い
ま

す
。
本
建
築
も
起
工
以
来
十
ヶ

月
二
年
度
に
亘
る
歳
月
を
費
し

完
成
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
一

般
関
係
各
方
面
の
方
々
の
な
み

な
み
な
ら
ぬ
御
支
援
と
工
事
施

行
関
係
者
の
終
始
一
貫
誠
意
と

熱
意
を
以
て
完
成
に
逼
進
下
さ

い
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
感
謝
申

上
ぐ
る
次
オ
ご
ざ
い
ま
す
。

本
庁
舎
は
近
代
的
高
萩
市
の
シ

ソ
ポ
ル
と
し
て
亦
市
民
の
セ
ソ

タ
ー
と
し
て
将
来
本
市
行
政
機

能
を
充
分
発
揮
し
て
市
の
向
上

発
展
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
ま
す
。

一
般
市
吏
員
も
亦
こ
の
白
亜
の

明
朗
な
殿
堂
に
て
執
務
で
き
る

こ
と
を
充
分
肝
に
銘
じ
心
を
新

に
し
て
規
律
正
し
く
事
務
の
能

率
向
上
を
計
り
、
公
正
に
又
円

滑
な
奉
仕
が
出
来
る
よ
う
努
力

す
る
考
で
お
り
ま
す
。

本
市
も
市
政
施
行
以
来
着
々
と

建
設
の
基
礎
を
堅
め
つ
上
あ
り

ま
す
が
基
礎
的
な
地
方
公
共
団

体
と
し
て
の
機
能
を
充
分
に
発

揮
し
て
住
民
の
福
祉
を
増
進
い

た
す
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す

か
ら
今
後
ま
す
ノ
、
高
逼
な
る

御
指
導
と
理
解
あ
る
御
協
力
を

ひ
た
す
ら
懇
願
い
た
し
ま
し
て

私
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

高
萩
市
政
の
殿
堂
た
る
新
庁

舍
が
此
の
度
完
成
い
た
し
今
日

そ
の
竣
工
式
を
挙
行
す
る
運
び

と
相
成
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に

雨､?E,T両

｜

’御
挨
拶

ｐ

Ｊ

ｔ

０

欧

且

# 高
萩
市
篭
驫
長
吉
田
秀
吉

同
時
に
、
意
義
深
い
皆
様
の
理
解
と
協
力
が
な
く
て
一

一
オ
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
は
、
健
全
な
運
営
を
期
待
す
る
一

一
国
民
健
康
保
険
の
準
備
事
務
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
計
一

一
は
、
従
来
厚
生
課
で
取
扱
い
、
画
を
立
て
Ｌ
各
地
域
毎
に
会
場
一

一
本
紙
そ
の
他
の
印
刷
物
に
よ
る
を
設
け
、
説
明
懇
談
会
等
を
開
一

一
普
及
宣
伝
に
努
め
る
と
と
も
に
く
予
定
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
一

一
被
保
険
者
調
査
等
を
行
っ
て
来
の
際
は
ど
う
ぞ
お
繰
り
合
せ
御
一

一
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
参
集
下
さ
る
よ
り
お
願
い
い
た
一

一
国
民
健
康
保
険
課
が
こ
れ
を
引
し
ま
す
。
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歓
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

從
来
庁
舍
は
四
ヶ
所
に
分
散

し
市
民
各
位
え
御
不
便
を
相
か

け
執
務
上
不
行
届
の
点
が
多
々

お
っ
た
と
思
い
ま
す
。
議
会
に

お
き
ま
し
て
は
合
併
当
時
の
公

約
を
守
り
新
市
建
設
の
協
力
態

勢
を
堅
め
新
市
庁
舎
の
建
築
を

議
決
し
、
鉄
筋
三
階
建
五
七
八

坪
、
四
七
五
四
万
円
の
巨
費
を

投
じ
て
完
成
を
見
た
の
で
あ
り

新発足した

国
民
健
康
保
険
課
か
ら
ｌ

過
般
の
分
課
組
織
の
継
い
で
準
備
を
完
了
し
て
国
保
一

改
正
で
、
国
民
健
康
事
業
を
開
始
し
運
営
す
る
事
務
一

保
険
課
が
誕
生
、
一
に
当
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

応
国
民
健
康
保
険
の
こ
の
事
業
は
他
の
社
会
保
険
一

準
備
態
勢
が
整
い
、
と
同
様
に
、
社
会
保
障
事
業
の
一

新
庁
舍
へ
の
移
転
と
一
環
で
あ
り
ま
し
て
、
市
民
の
一

ま
す
。
こ
の
庁
舎
に
勤
務
す
る

職
員
百
数
十
名
の
方
々
は
心
を

新
た
に
し
公
僕
精
神
に
徹
し
て

執
務
体
勢
を
確
立
し
能
率
の
向

上
を
図
り
、
親
近
感
に
充
ち
た

奉
仕
を
さ
れ
る
こ
と
入
信
じ
ま

す
。
か
く
し
て
こ
そ
市
民
の
協

力
に
報
い
新
庁
舍
を
建
設
し
た

意
義
が
あ
る
こ
と
比
存
じ
ま

す
。

弦
に
新
市
庁
舍
の
竣
功
を
祝

し
こ
の
建
設
に
寄
せ
ら
れ
た
各

方
面
の
絶
大
な
る
御
厚
意
に
対

し
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 ’
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で
の
五
日
間
の
会
期
を
も
っ
て
い
て
は
九
月
二
十
七
日
に
一
括

開
か
れ
た
。
上
程
し
議
案
の
朗
読
、
説
明
を

樫
村
議
長
か
ら
さ
き
に
一
身
求
め
全
案
件
を
各
部
常
任
委
員

上
の
都
合
に
よ
る
議
長
辞
職
の
会
へ
付
託
し
委
員
会
は
議
案
の

願
出
が
提
出
さ
れ
て
い
た
た
め
審
査
を
連
合
で
審
査
す
る
こ
と

開
議
の
は
じ
め
に
議
長
の
選
挙
と
し
た
。
委
員
会
は
九
月
二
十

を
行
い
選
考
委
員
七
名
の
推
薦
九
日
及
び
十
月
一
日
の
両
日
に

に
よ
る
吉
田
秀
吉
議
員
を
万
場
わ
た
り
慎
重
審
議
が
行
わ
れ
十

一
致
で
議
長
に
推
し
た
。
つ
瞳
月
一
日
午
后
二
時
二
十
五
分
本

い
て
矢
代
副
議
長
か
ら
辞
表
提
会
議
を
再
会
。
小
松
委
員
長
よ

出
が
あ
り
議
会
は
之
を
承
認
し
り
議
案
審
査
の
經
過
並
び
に
結

直
ち
に
副
議
長
の
湿
挙
の
件
を
果
の
報
告
が
あ
り
づ
蛭
い
て
矢

日
程
に
追
加
し
議
長
選
挙
の
方
代
光
史
、
中
島
豊
両
議
員
よ
り

|霊室型］蕊蕊蕊蕊

驚議議議 轆鍵；

正
副
議
長
選
畢
外
二
○
議
案
を
可
決

本
市
オ
三
回
市
議
法
同
様
万
場
一
致
を
も
っ
て
鈴

会
定
例
会
は
去
る
九
木
藤
雄
議
員
を
副
議
長
に
推
挙

月
二
十
七
日
午
前
九
し
た
。
以
下
本
会
に
提
出
さ
れ

時
よ
り
十
月
一
日
ま
た
議
案
並
び
に
報
告
事
項
に
つ

オ
三
回
市
議
会
定
例
会

新らしい議場で審議するオ三回定例会?

質
疑
並
一
般
質
問
が
あ
っ
た
。

最
後
に
大
和
田
知
之
議
員
の
賛

成
討
論
中
島
豊
議
員
の
要
望
意

見
が
あ
っ
て
の
ち
全
議
案
を
小

松
委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
決

定
し
た
。
筒
陳
情
書
八
件
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
委
典

会
へ
付
託
し
た
。

記

議
案
オ
五
六
号
高
萩
市
議
会

規
則
設
定
に
つ
い
て

議
案
才
五
七
号
高
萩
市
議
会

委
員
会
条
例
設
定
に
つ
い
て

議
案
才
五
八
号
高
萩
市
議
会

傍
聴
人
取
締
規
則
設
定
に
つ

い
て

議
案
オ
五
九
号
教
育
委
員
選

任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
永
山
美
休
氏
再
選
）

報
告
汁
八
号
専
決
処
分
事

項
の
報
告
に
つ
い
て

議
案
オ
六
○
号
昭
和
三
十
三

年
度
高
萩
市
歳
入
出
追
加
更

正
予
算

議
案
才
六
一
号
高
萩
市
公
告

式
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
才
六
二
号
高
萩
市
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
議
案
オ
六
三
号
高
萩
市
公
民

館
設
置
管
理
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
オ
六
四
号
高
萩
市
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
オ
六
五
号
高
萩
市
建
設

計
画
の
調
整
に
つ
い
て

議
案
オ
六
六
号
町
名
変
更
に

つ
い
て

議
案
オ
六
七
号
予
算
外
義
務

負
措
に
つ
い
て

議
案
才
六
八
号
一
時
借
入
金

議
決
変
更
に
つ
い
て

議
案
オ
六
九
号
東
小
学
校
増

築
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ

い
て

議
案
才
七
○
号
市
有
財
産
の

処
分
に
つ
い
て

議
案
オ
七
一
号
市
有
財
産
変

更
議
法
に
つ
い
て

議
案
オ
七
二
号
市
有
地
貸
付

に
つ
い
て

議
案
才
七
三
号
寄
附
金
受
領

に
つ
い
て

議
案
オ
七
四
号
東
小
学
校
舍

建
設
に
つ
い
て

議
案
オ
七
五
号
踏
切
廃
止
に

つ
い
て
（
審
議
未
了
）

皆
様
方
が
毎
日
愛
煙
し
て
い
る

煙
草
を
買
う
と
云
う
こ
と
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
市
の
財
源

に
寄
與
し
て
居
る
の
で
す
。
現

在
の
地
方
税
法
（
た
ば
こ
消
費

税
）
に
よ
れ
ば
、
た
ば
こ
の
小

寶
価
梧
を
標
準
と
し
て
・
そ
の

価
格
の
百
分
の
十
一
の
額
が
公

社
を
通
じ
て
各
市
町
村
に
、
た

ば
こ
消
費
税
と
し
て
、
納
入
さ

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
貴
方
が
か

り
に
「
い
こ
い
」
を
一
箇
買
っ

て
代
金
五
○
円
也
を
御
支
排
に

な
れ
ば
、
そ
の
時
す
で
に
五
円

五
拾
銭
の
た
ば
こ
消
費
税
を
市

に
納
入
し
て
居
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。
ち
な
ゑ
に
本
年
四
月

か
ら
八
月
迄
に
公
社
か
ら
市
に

た
ば
こ
は
市
内
て
別

、
》
金
、
、
ざ
§
さ
§
き
き
ミ
ミ
、
＄
尊
ぶ
§
§
§
§
§
§
§
§
＄
＄
§
…
§
怠
§
§
§
§
§
§
＄
§
§
§
§
§
§
§
§
、
、
§
§
§
詩

納
付
さ
れ
た
税
額
を
計
上
す
れ

ば
次
の
通
り
で
す
。

四
月
八
四
一
、
六
一
○
円

五
月
七
五
七
、
九
八
○
円

六
月
七
五
○
、
七
○
○
円

七
月
七
六
三
、
二
八
○
円

八
月
七
九
九
、
四
六
○
円

計
三
九
一
三
、
○
三
○
円

以
上
の
様
に
た
ば
こ
消
費
税
は

市
の
財
政
碓
保
の
た
め
に
大
き

な
る
收
入
に
な
る
で
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
ｌ
た
ぱ

▽
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
は
市
内
の
た
ば
こ
や
さ
ん
か

ら
成
る
可
く
買
っ
て
少
し
で
も

市
の
財
政
に
御
協
力
下
さ
い
。

（
税
務
課
）

－

市
商
工
会
で
は
従
業
員
の
週
休

制
実
施
の
前
提
と
し
て
、
月
一

回
の
一
せ
い
休
日
を
計
画
し
、

各
業
種
別
に
意
向
を
た
堕
し
て

い
た
が
、
今
般
意
見
が
鰹
つ
た

の
で
毎
月
十
日
を
定
休
日
と
決

定
、
十
月
よ
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
十
月
十
日
は
市
庁

舍
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
る
の
で

之
に
協
賛
し
て
十
二
日
に
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
衣
料
品
店
は
十
日
の
他
に
二

十
日
を
定
休
日
と
定
め
毎
月
二

回
一
斉
休
日
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

市
内
商
店
街
の

一
斉
休
日
実
施

溺子乗6分
☆半年ﾈ罰‘
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３
、
被
害
甚
だ
し
く
恢
復
の
見

台
風
二
十
二
号
後
の
込
み
無
も
の
は
速
か
に
転

作
す
る
こ
と
。

農
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
転
作
物
ｌ
ほ
う
れ
ん
草
、
小
か

ぶ
、
三
寸
人
参
、
中

生
甘
ら
ん
、
真
菜
、

台
風
二
十
二
号
は
降
水
量
一
○
去
し
追
肥
（
硫
安
）
し
深
油
菜
等

三
ミ
リ
、
最
大
風
速
北
東
の
風
目
に
中
耕
し
て
排
水
を
よ
葱

で
二
五
、
五
米
に
達
し
農
作
物
く
す
る
。
１
、
葉
の
わ
か
れ
目
ま
で
士

が
か
な
り
の
被
害
を
受
け
た
の
２
、
病
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
の
被
わ
れ
た
も
の
は
三
又

で
次
に
掲
げ
る
手
入
を
速
か
に
の
で
ダ
ィ
セ
ソ
そ
の
他
の
下
二
寸
の
と
こ
ろ
迄
除
土

行
う
よ
う
注
意
い
た
し
ま
す
。
ジ
ネ
プ
剤
を
撒
布
す
る
こ
し
追
肥
（
硫
安
、
加
里
）

○
水
稲
と
。
を
行
弓
ｏ

る
稲
は
好
天
候
を
見
て
速

水
陸
稻
検
見
今
年
も
実
施

か
に
刈
り
稲
架
乾
し
を
行

戸
、
ノ
』
」
、
シ
」
Ｏ

町
名
変
更
の

２
、
未
熟
な
も
の
は
一
○
株
位
食
糧
管
理
法
に
基
き
本
年
産
落
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
行
う

を
一
束
に
に
し
て
立
て
風
水
陸
稲
の
収
量
を
把
握
し
現
行
こ
と
に
な
り
ま
す
が
検
見
に
あ

お
知
ら
せ

３
、
癖
卦
窪
塞
喉
蓉
羅
陸
垂
拝
癖
齢
罎
麺
癖
窄
詐
癖
畦
唾
識
海
唖
睾
陸
津
唾
坤
雅
癖
唾
唾
鑑
》
先
に
高
萩
市
に
編
入
さ
れ
ま
し

組
合
に
報
告
す
る
。
に
つ
い
て
は
、
生
産
組
合
長
を
力
を
御
願
い
し
ま
す
。
た
「
中
郷
町
日
棚
」
を
昭
和
三

○
白
菜
、
大
根
主
体
と
し
て
農
業
委
員
、
農
林
筒
各
部
落
の
均
衡
を
保
っ
た
十
三
年
十
一
月
一
日
よ
り
「
大

１
、
被
害
葉
は
て
い
ね
い
に
除
統
計
調
査
員
損
害
評
価
員
等
部
め
農
業
委
員
、
農
協
関
係
者
等
字
望
海
一
に
あ
ら
た
め
ま
す
。

ミ
ミ
ミ
§
§
ミ
§
ミ
ミ
ミ
目
、
§
さ
§
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ざ
さ
§
§
§
き
§
§
§
§
§
§
§
§
Ｓ
§
§
鼠
ミ
ミ
蕊
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ミ
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
き
き
§
§
§
§
Ｓ

１
、
刈
り
取
り
寸
前
に
来
て
い

施工中の土木工事の状況

工
事
名
一
施
工
場
所

関
根
橋
架
替
工
事
一
高
萩
市
下
手
綱
地
内

高
萩
海
岸
提
防
工
事
一
高
萩
海
岸

《
蝿
匡
喧
癖
塞
醗
華
ン
高
萩
市
浜
野

高
萩
小
学
校
道
路
改
良
一
高
萩
市
安
良
川

工
事

東
小
学
校
運
動
場
整
地
一
高
萩
市
肥
前
山

工
事

排
水
路
繋
備
工
事
一
高
萩
市
安
良
川
浜
野

松
岡
地
区
道
路
補
修
工
旧
松
岡
地
区

事秋
山
地
区
道
路
補
修
工
一
秋
山
地
区

事台
高
萩
道
路
補
修
工
事
一
高
萩
市
高
萩

市
庁
舍
入
口
道
路
改
良
一
高
萩
市
高
萩

工
事

高
萩
ｌ
大
子
線
ア
ス
〈
高
萩
市
安
良
川

ル
ト
舗
装
工
事

－－－I－－I△一一一

を
も
っ
て
達
観
検
見
を
行
は

調
整
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

各
集
落
鼬
位
程
度
に
抽
出
坪

刈
も
実
施
し
実
收
把
握
に
努
め

る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
何
分
短

期
間
内
に
実
施
す
る
も
の
で
あ

っ
て
全
般
的
に
手
が
廻
ら
な
い

も
の
と
考
え
ま
す
か
ら
各
生
産

組
合
に
於
て
は
充
分
検
討
の
上

遺
漏
な
き
よ
う
御
注
声
願
い
ま

す
。

所 I階 階 階3

局線｜内線’

12

内線 所局線 場 所線局｜内線’ 場 場

I

電
話
配
線

市 長 室

市長公室

秘 書 室

助 役 室

總務課總務課長

〃 藍画驚査驚
〃 庶務係

議員控室

正副議長室

議会応接室

議会事務局

議場前廊下

議場控室

国民健康保険課

職務課曾瀞景
〃 賦課係

会 計 課

收入役室

受 付

市民課戸籍係
市民係

〃(住民登録､配給｝
〃 衛生係

福祉事務所鯰罵
〃 援護係

売 店

宿 直 室

休 憩 室

０
１
２
３
４
’
５
６
７

３
３
３
３
３
３
３
３

大会議窒前Mli下

記者控室

産業課（商工係）

農業委員会

教 育 長

教育委員会

建設課建設課長

建 設 課

５
６
７
８

１
１
１
１

１
２
３
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

原原つ
Jソ』

RRワ
軍曹←

20

１
２
３
４
５
６
７
８
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２

555

554

覧
表

，罰’
※夜間、休日は、局線551 （宿直室）に連絡のこと。

～
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人事異動について

この度市役所の機構改革に件ない人事の大異動を断行いたし弐し

の一篭表淀掲げ全す。

した、下記の如く新配置

高萩市課所及び各種委員会等職員一覧表

一昭和33年9月9日現在一

課名｜ 課 長
秘書室 ‐

|係名

秘書係
係 長

三田
肛水 員

|o小池派人 o技手 行村成男○雇小川裕野

｜沼田

鶴蕊灘 蝋

○石至之|庶務係
｜財政係

巨語事士lll千代
技手和知1F弘

事主
雇

金沢和夫○主事補矢代正史
塚本栄子 雇 柴田喜久代

○主事補

臨時雇
今川節子
柴田幸子

平典

兼柴田常男| 震 金沢 雇
雇

吉
宵

勲
幸
見
都

坂本次男

常男 翁査層|o佐川誠太郎|霞 佐藤寛

野木都
江尻

石田富吉
今川誠

木村

主事

○臨Ⅲ寺扇

宅雁衿

31J圭

賦課係｜ 佐藤

徴收係 ○豊田

事
一
事

主
雇
主
患

舟生
梅原

《
補

枝

寿

事

君

友

主

主事補星名洋子雇 垪和 昭

佐川庄一

健雄
税務課 ○矢代清女郎

主事補小林正 政井光幸主事補利|IH

○大森

○鈴木

坂ノ上定夫○主事佐藤省三○主事
沼田有功○扉大明幸子○臨時雇

○主事

○厘
矢代光子雇鈴木文彦
高野忠信

希峰市民係

市鶴課lc鈴木鵬次|爾王原 八郎’ ○挺而中村はな○主事浦金沢世津子○技手井坂幸夫○雇中瓶子一二
○川井 光

産業課補佐
棚谷保雄

謹識課|・南士豊忍

農林係雷關谷保罐’ ○主事本郷芳

○雇黒沢三郎

○主事補矢吹敏子○届ロI所忠○雇沼田 栄

｜ ○大崎

○佐川

｜

’

商工係 徳志

土木
建築係

都市
計画焦

好和|讓嬉
晴男
五郎

里士

技手
技手

述朧幸男○展
高橋善二郎 雇

武藤守男雁
鈴木服史

神代光男

画閂宇q

摘水矢吹和典扉中野 雇 泰治雇田中茂美

吟|o雇荒川達夫国民健康！
○沼田

保険課 o神代 健'○主事補 福地みつ

柴田きよ子主事補川又邦子主事儲兼 出納係
村田正巳

用度係

｜
’

’
完て

○佐川忠義主事補 作山春子
課１

三
一
、

へ
薑

佐川忠義兼 同上

庶務係 ○木原市平主事早川時子○辰皆川りき雇松本弘女
大森

福祉

事務所補佐
○瓦茸

猛毒 社会癌祉主事
同 二

佐藤広喜同矢代四郎同
国井女雄○雇田崎雄也扉

矧

矧

一

訓

Ｉ

鈴木保三郎
下山田筒史

同矢代利男援護 剃柴田

兼
○瓦葺

所長厄
昌師
心"|篭

○主事補小沢正敬○雇井上鎮夫
隆輔

得
｜師文彦 保母加藤よし子保母渡辺二三子保母心得深谷清子給食婦福地やえ

議
事
農
委
藪
委

謬言 龍川重道 山口安一 ○皆川とし子

郵
一
奉
釉

○

教

業
会
育
会

員
員 |教需

’滴 佐川栄信 齊藤 ！'亘好 沼田 字 川副薬玉

田莉方 一
画
向

長
大

次

敏

_=

大高智衛正木しづ

酒出利大森寛子

ii'l!永啓二大部直教関恨陸下山田広美

扇艮樫村幼稚園

備考 ○印は今回の異動者

関係課所に所属先傭人は省略する

市長事務部局の補職名を次のように改めた（ ）内は従前の補職名

課長、課長補佐、係長、主事（書記)"I |j (技手）主事補（書記補）技手（技手補）雇

電話局線祇号551番･ ･ ･…宿直室（日曜休祭日はこの番号を利用のこと）

552番･…秘書室（二階）553番･…"税務課〔一階）554薪･ ･ ･…市民課（一階）

555群． ･ ･ ･･建設課（三階）

■
■
■

１
２
３

4

-170



か Iま ぎ市報た(5） 昭和33年10月5日発行

九
月
二
十
八
日
、
高
萩
中
学
校

庭
に
於
い
て
、
新
市
庁
舍
の
竣

工
を
記
念
し
、
市
民
相
互
の
親

睦
を
図
る
才
一
回
市
民
大
運
動

会
が
、
台
風
一
過
の
さ
わ
や
か

に
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
で
、

二
十
三
チ
ー
ム
（
う
ち
五
チ
ー

ム
棄
権
）
の
老
若
男
女
約
壱
万

人
が
集
い
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ

た
。
当
日
、
花
火
を
合
図
に
予

定
通
り
午
前
九
時
開
会
‐
小
峯

大
会
長
挨
援
の
後
、
男
子
百
米

個
人
競
技
に
、
そ
の
火
蓋
は
切

ら
れ
た
。
小
躍
る
胸
に
付
け
ら

ム別総合得点表千一

盛
会
だ
っ
た
市
民
運
動
会

綱引小皇生三'2ｽ|髄"平中学生 殿|繍含”
6 16

リレー三脚玉入れリレー"|喜一倉|手 "輔急
１
１
５
５
７
５
５
５
４
１
９
８
８
（
０
６
５
７
９

４
４
。
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
１

８
８

３
３

B

7

R

８
８
８
７
４

町
名
川
町
戸
区
滝
田
町
綱
砿
山
砿
棡
砿
川
萩
川

良
日
地
沼
和
手
雄
稚
手
屹
戸
高

本
島
安
春
高
東
石
下
大
下
望
秋
向
上
秋
中
台
横

１
８
６
２
２
４
７
５
３
１
２
９
１
０
３
９
５
４

１

１
１
２
２
１
２
１
１

’
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

門
ｌ
‐
列
１
１
珂
１
Ｊ
向
‐
１
１
内
ｌ
ｉ
呵
ｌ
Ｌ
珂
ｌ
Ｌ
月
１
１
用
１
１

８
７

２
３
２
４
３
４
４
４
３
３
２
２
０
１

５
８
５
６
７
６
７
６
７
８
８

r

２
２

８
６
６
７
５
２
５
７
３
８
３
７
８
６
４
４
０
０

寵５
６
５
４

４
４
３
３
４
４
２
３

７
６
４
５
５
２
６

○
５
６
３
４
２
６
５
７
５

れ
た
白
、
ピ
ン
ク
、
青
の
ゼ
ッ

ケ
ン
が
風
に
な
び
き
、
力
に
満

ち
た
脚
線
が
コ
ー
ス
を
滑
り
出

す
や
、
早
く
も
ス
タ
ン
ド
の
声

援
は
場
内
を
埋
め
、
碧
い
空
へ

の
こ
だ
ま
と
返
っ
た
。
あ
ん
こ

競
技
に
黄
色
い
爆
笑
が
う
ま
れ

キ
ッ
ク
ポ
ー
ル
が
終
了
す
る
頃

に
は
各
地
区
ス
タ
ン
ド
の
旗
竿

に
得
点
を
表
示
す
る
赤
や
黄
の

三
角
の
旗
が
幾
つ
も
掲
げ
ら
れ

た
。
綱
引
の
「
お
ら
が
部
落
の

力
だ
め
し
」
空
色
を
バ
ッ
ク
に

乱
れ
湧
く
紅
白
玉
の
源
平
玉
入

Ｕ
Ｏ
８
４
８
３
３
５
７
０

Ｔ
Ｏ
４
５
４
３
０

Ｕ
３
４
０
０
５

〕
４
２
３
１
０

１
４
３
０:

れ
に
、
熱
戦
は
続
く
、
そ
う
云

っ
た
中
で
、
間
隔
的
に
繰
り
拡

げ
ら
た
フ
オ
ー
ク
ダ
ソ
ス
、
ス

ク
エ
ア
ー
ダ
ソ
ス
、
民
謡
踊
は

競
技
に
小
休
止
を
与
え
る
大
地

の
花
と
咲
き
香
っ
た
。

最
終
を
迎
え
て
の
千
二
百
米
に

於
い
て
大
会
は
最
高
潮
に
達
し

各
チ
ー
ム
の
応
援
は
總
立
ち
、

声
援
は
嵐
、
応
援
旗
は
折
れ
ろ

と
ぱ
か
り
に
振
ら
れ
た
。

か
く
て
、
十
七
の
種
目
が
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
挙
行
さ
れ

各
チ
ー
ム
の
接
戦
の
末
、
本
町

チ
ー
ム
が
優
勝
の
市
長
杯
を
獲

得
し
午
後
四
時
二
十
分
、
そ
の

幕
を
閉
じ
た
。

本
大
会
が
初
回
の
試
み
で
あ
っ

た
た
め
不
馴
れ
か
ら
準
備
そ
の

他
に
つ
い
て
不
備
な
点
が
あ
っ

た
に
も
拘
ら
ず
、
か
く
も
癌
大

裡
に
無
事
終
了
で
き
た
に
つ
い

て
は
、
陽
で
の
力
は
も
と
よ
り

陰
の
力
の
大
で
あ
っ
た
こ
と
は

申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
云
っ
た
気
附
い
た
点
を
列

挙
し
ま
す
な
ら
ば
、

各
チ
ー
ム
代
表
の
運
蛍
委
員

が
当
日
は
も
と
よ
り
連
日
の
徹

夜
も
嫌
わ
ず
チ
ー
ム
統
合
の
た

め
奔
走
さ
れ
、
よ
く
協
力
し
て

下
さ
っ
た
こ
と
．

役
員
は
じ
め
係
員
が
そ
の
任

務
を
自
覺
し
て
ベ
ス
ト
を
謡
し

て
く
れ
た
こ
と
。

商
店
そ
の
他
の
関
係
機
関
が

大
変
よ
く
協
力
し
て
下
さ
っ
た

こ
と
。
団
体
賞
、
個
人
賞
の
他

に
お
た
の
し
み
発
表
の
賞
品
と

し
て
各
商
店
か
ら
沢
山
の
賞
品

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

高
萩
中
学
校
が
会
場
枝
と
し

て
い
ろ
い
ろ
と
便
宜
を
与
え
て

く
れ
た
こ
と
Ｏ

等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

出
場
者
が
誰
も
童
心
に
還
り

ス
ポ
ー
ツ
マ
ソ
シ
ッ
プ
な
ら
ぬ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
マ
ソ
シ
ッ

プ
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
発
揮

し
て
下
さ
っ
た
。

横
川
、
中
戸
川
、
下
君
田
等

の
各
山
間
チ
ー
ム
が
遠
路
は
る

ば
る
参
加
下
さ
れ
た
こ
と
は
大

変
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、

殆
ん
ど
入
賞
に
等
し
い
成
績
を

收
め
た
下
君
田
チ
ー
ム
に
つ
い

て
は
特
記
に
与
え
し
ま
す
。

こ
の
市
民
運
動
会
は
「
友
好
親

善
の
ス
ボ
ー
ッ
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ソ
を
通
じ
て
市
民
相
互
の
親

睦
騨
解
を
図
ｈ
、
よ
り
明
る
い

高
萩
市
建
設
に
寄
与
せ
ん
と
図

る
」
と
の
趣
旨
の
下
に
、
毎
年

恒
例
行
事
と
し
て
市
長
杯
の
争

奪
戦
を
行
う
の
で
、
今
回
事
情

あ
っ
て
出
場
で
き
な
か
っ
た
チ

ー
ム
も
、
次
回
か
ら
は
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

○
入
賞
チ
ー
ム

優
勝市

長
杯
本
町
チ
ー
ム

準
優
勝

市
長
杯
島
名
チ
ー
ム

三
位
安
良
川
チ
ー
ム

四
位
春
日
町
チ
ー
ム

五
位
高
戸
チ
ー
ム

六
位
東
区
チ
ー
ム

七
位
石
滝
チ
ー
ム

○
假
装
行
列
入
賞
（
三
位
迄
）

一
位
士
人
東
地
区

二
位
市
庁
舎
竣
工
東
地
区

三
位
子
守
り
大
和
町

○
採
点
方
法

一
、
採
点
方
法
は
一
位
八
点
、

二
位
七
点
、
三
位
六
点
、
四
位

五
点
、
五
位
四
点
、
六
位
三
点

七
位
二
点
、
八
位
一
点
（
綱
引

源
平
玉
入
れ
は
五
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
ト
ー
ナ
メ
ソ
ト
で
行
い
一

位
四
点
、
二
位
三
点
、
三
位
二

点
、
四
位
一
点
と
す
る
）
と
し

最
高
得
点
チ
ー
ム
を
優
勝
チ
ー

ム
と
す
る
し

二
、
最
高
得
点
が
同
数
の
時
は

一
位
の
多
い
チ
ー
ム
を
優
勝
と

す
る
。

三
、
一
位
の
数
も
同
じ
の
時
は

千
二
百
米
リ
レ
ー
の
優
位
の
チ

ー
ム
を
優
勝
と
す
る
。

垂
。
基
本
選
挙
人
名
簿
を

者
４

確
め
ま
し
よ
う

權
せ
一

群
》
》
》
》
》
拙
》
畔
叫
》
》
》
一
》
》
》
諦
一
》
《
一

睡
と
一
申
請
害
及
び
市
選
れ
を
登
録
又
は
訂
正
す
る
こ
と
↑

さ
一
豆
挙
管
理
委
員
会
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

吋
》
一
輔
》
幅
季
砕
函
睡
》
》
闇
唾
》
》
『
酔
狂
偕
耐
蔀
一

溝
挺
一
碗
翫
津
唾
称
華
罹
奇
跡
活
唾
↑
幟
爆
鍛
封
坐
恥
停
一

幅
一
函
一
嘩
了
礼
毫
馳
垂
即
唾
函
泳
か
唖
嫉
諏
霧
陸
封
錘
醒
一

一
鍵
搾
一
醍
誌
届
渉
癖
号
》
》
》
》
魂
眼
琿
塞
唖
》
》
蝿
恥
一

一
い
て
、
有
権
者
各
位
に
縦
覧
さ
中
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

一
せ
ま
す
。
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て

一
縦
覧
し
て
名
簿
に
緊
録
さ
れ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は

－
て
い
な
か
っ
た
者
又
は
氏
名
及
異
議
の
申
立
を
す
る
よ
う
お
願

一
び
生
年
月
日
等
に
誤
り
が
あ
つ
い
い
た
し
ま
す
。

（
市
選
挙
管
印
委
員
会
）
一

一
た
者
は
、
』
」
の
縦
覧
期
間
中
に

‐
１
１
１
．
１
ｌ
ｂ
』
■
ｂ
ｐ
ｂ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
Ｌ
ｐ
ヒ
ワ
ヒ
タ
Ｌ
■
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
ｐ
Ｆ
』
■
１
０
．
日
１
．
０
．
１
．
５
１
１
１
‐
Ｉ
‐
’
一

①
、
納
税
者
の
声
を
洲
く
旬
間

実
施
に
つ
い
て

税
務
行
政
の
円
滑
適
正
な
運
営

を
図
る
た
め
税
務
に
つ
い
て
納

税
者
の
意
見
を
広
く
聴
取
し
て

そ
の
改
善
の
贄
と
す
る
と
Ｌ
も

に
積
極
的
に
苦
情
相
談
を
行
っ

て
こ
れ
を
解
決
し
納
税
者
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
納
得
を
得
る
目

的
を
も
っ
て
十
月
二
十
一
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
を

「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬
間
」

と
し
て
全
国
一
せ
い
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
こ

の
機
会
に
税
に
関
す
る
不
平
不

満
の
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
税
務

署
へ
お
越
し
下
さ
い
。

②
、
所
得
税
オ
ニ
期
分
の
期
限

に
つ
い
て

十
一
月
は
申
告
所
得
税
オ
ニ
期

税
務
署
だ
よ
り

分
の
納
税
の
月
で
す
納
期
限
に

な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
今
か

ら
納
税
の
準
術
を
願
っ
て
納
期

迄
に
完
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
、
刈
上
時
の
酒
類
密
造
防
止

に
つ
い
て
。

昭
和
三
十
年
に
次
ぐ
豊
作
を
予

想
さ
れ
る
水
稲
の
刈
取
期
を
控

え
て
例
年
の
こ
と
で
す
が
密
造

酒
の
横
行
す
る
時
期
で
す
。

全
国
で
造
ら
れ
る
「
や
匁
酒
」

は
毎
年
多
最
に
に
の
ぽ
つ
て
お

り
ま
す
が
こ
れ
は
国
家
財
政
上

か
ら
も
、
健
康
上
か
ら
も
好
ま

し
く
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
国
税
庁
で
は
十
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
主
で
一
や
み

酒
を
な
く
す
る
運
動
旬
間
」
と

し
て
密
造
防
止
宣
伝
を
行
う
と

共
に
こ
れ
が
取
締
り
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
や

み
酒
の
逐
放
に
御
協
力
下
さ
る

と
共
に
酒
は
正
規
の
ル
ー
ト
に

の
っ
た
４
の
を
消
黄
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

の
月
で
す
納
期
限
に

わ
て
な
い
よ
う
今
か

準
備
を
願
っ
て
納
期

を
お
願
い
し
ま
す
。

時
の
酒
類
密
造
防
止

一
一
。

｜
｜
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オ
三
回
い
ば
き
赤
ち
や
ん
コ

ン
ク
ー
ル
、
日
立
保
健
所
管
内

予
選
に
出
場
す
る
高
萩
市
代
表

者
決
定
の
審
査
会
（
表
彰
式
を

か
ね
て
）
を
九
月
二
十
二
日
新

市
庁
舎
に
於
い
て
開
催
し
左
記

の
と
お
り
、
男
女
各
二
名
の
代

表
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
審
査
方
法
は
、
市
内
各

地
区
の
オ
一
次
審
査
に
優
良
だ

っ
た
男
女
二
十
名
を
再
審
査
の

上
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

發辮亜舘辮錘

赤
ち
ゃ
ん

市
代
表
き
ま
る

記

男
子
の
部

一
位
横
山
寛
治
九
ヶ
月

安
良
川
横
山
晃
二
男

二
位
齊
藤
弘
敏
八
ク
月

下
手
綱
斎
藤
喜
士
夫
四
男

女
子
の
部

一
位
小
泉
千
鶴
七
ヶ
月

大
和
町
小
泉
洋
二
長
女

二
位
大
友
い
づ
み
八
ヶ
月

下
手
綱
大
友
善
且
二
女赤ちゃんコンクール審査風景

十
月
一
日
よ
り
実
施

査
十
月
一
日
現
在
で
こ
の
調
査
は
市
四

全
国
的
に
住
宅
調
く
昭
和
三
十
年
の
一

調
薮
濡
さ
れ
て
時
に
定
め
ら
れ
た

区
域
の
内
か
ら
二

「
い
ま
日
本
で
住
選
ば
れ
た
二
三
調
一

宅
灌
諜
瀦
零
擁
護
難
鼬

「
ど
の
よ
う
な
人
ど
の
た
め
に
使
う
」

住
が
ど
の
よ
う
な
状
臓
鴇
に
あ
り
琴

・
態
で
住
宅
に
困
つ
員
が
お
伺
い
い
た
‐

て
い
る
か
」
あ
り
の
ま
ま
を
お
排

「
今
後
住
宅
を
建
て
る
と
す
る
よ
う
お
願
い
ば

れ
ば
ど
ん
な
住
宅
を
た
て
た
な
お
今
年
は
十
言

ら
よ
い
か
」
な
ど
住
宅
対
策
で
「
の
り
」
や
つ

を
た
て
る
た
め
ぜ
ひ
必
要
な
草
」
等
の
採
取
に
挫

基
本
的
な
資
料
を
つ
く
る
た
る
漁
家
に
つ
い
て
私

め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
時
調
査
が
行
わ
れ
主

症
恥
癖
堯
稚
姉
輌
評

今
年
も
ま
た
、
こ
が
れ
波
う
つ

收
灌
期
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ね
こ
の
手
も
借
り
た
い
こ

の
忙
し
い
農
繁
期
を
ね
ら
っ
て

あ
き
巣
ね
ら
い
や
押
寶
り
が
横

行
し
ま
す
。

統
計
に
よ
る
と
あ
き
巣
ね
ら
い

や
押
売
り
が
一
年
中
で
い
ち
ば

ん
多
い
の
が
こ
の
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
金
や
品
物
を

と
ら
れ
た
り
、
ま
た
は
必
要
の

な
い
物
を
高
く
買
わ
さ
れ
た
り

す
る
事
が
よ
く
起
り
ま
す
。

「
あ
き
巣
ね
ら
い
」
と
は
留
守

宅
に
入
っ
て
金
品
を
持
っ
て
行

く
犯
人
を
言
い
ま
す
。

警
察
で
は
こ
の
時
期
を
「
農
繁

Ｊ
１

農
繁
期
に
つ
け
こ
む

押
売
り
．
あ
き
巣
ね
ら
い

垂
稚
華
雄
一一

時
に
定
め
ら
れ
た
一
三
八
調
査

区
域
の
内
か
ら
一
定
の
方
法
で

選
ば
れ
た
二
三
調
査
区
域
だ
け

P＝~へ~気へ-.-ﾍﾍーーーーー

期
防
犯
運
動
月
間
」
と
し
て
、

特
別
巡
回
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
に
よ
っ
て
犯
罪
の
予
防
、
検

挙
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
が
皆

さ
ん
も
次
の
事
を
よ
く
守
り
、

近
所
と
協
力
し
合
っ
て
被
害
に

か
か
ら
ぬ
よ
う
注
意
し
て
下
さ

い
。

◎
盗
難
予
防

①
で
き
る
だ
け
留
守
居
を
お
く

こ
と
、
や
む
を
得
ず
密
守
に

す
る
と
き
は
隣
近
所
に
お
願

い
し
隣
近
所
は
お
互
に
助
け

合
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
ひ
と
目
見
て
留
守
と
わ
か
る

よ
う
な
「
カ
ギ
」
の
か
け
方

を
し
な
い
こ
と
。
留
守
が
長

ｰﾍﾍqハーーノ

く
な
る
時
は
新
聞
や
牛
乳
の

始
末
を
頼
ん
で
お
く
こ
と
。

③
戸
締
り
は
道
路
や
隣
家
か
ら

見
え
な
い
裏
出
入
口
窓
等
に

つ
い
て
は
特
に
厳
重
に
し
て

か
く
し
錠
つ
け
る
か
上
下
に

釘
を
差
込
ん
で
お
く
の
も
よ

い
方
法
で
す
。

④
女
子
供
の
留
守
番
の
と
き
に

は
、
玄
関
や
窓
の
戸
締
り
左

し
て
お
く
こ
と
。

⑤
寝
る
前
に
は
も
う
一
度
「
カ

ギ
」
が
か
か
っ
て
い
る
か
を

確
か
め
、
内
を
暗
く
外
を
明

る
く
し
て
や
す
む
こ
と
。

◎
押
費
り
、
物
貰
い
の
予
防

①
老
人
や
女
子
供
の
留
守
番
を

ね
ら
う
押
売
り
物
貰
い
は
家

の
中
に
入
れ
な
い
よ
う
玄
関

や
表
の
戸
締
り
を
し
て
お
く

声
」
し
Ｇ
Ｏ

②
押
完
り
、
物
貰
い
等
が
き
た

ら
ど
う
す
る
か
あ
ら
か
じ
め

隣
近
所
で
連
絡
し
て
お
く
の

も
よ
い
こ
と
で
す
。

③
押
売
り
、
物
貰
い
等
が
き
た

ら
「
き
っ
ぱ
り
」
（
ま
に
あ

っ
て
い
菫
す
、
い
り
ま
せ
ん

等
）
断
り
、
余
計
な
口
を
き

い
て
言
葉
尻
を
つ
か
ま
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

④
そ
れ
で
も
帰
ら
な
い
と
き
は

人
相
、
着
衣
、
持
物
等
を
覺

え
て
お
い
て
急
い
で
警
察
に

連
絡
す
る
こ
と
。

◎
自
転
車
添
難
の
予
防

①
自
転
車
は
使
わ
な
い
と
き
で

も
、
家
の
中
に
お
く
と
き
も

必
ず
「
カ
ギ
」
を
か
け
て
お

く
こ
と
。

②
ち
ょ
っ
と
の
間
と
思
っ
て
も

「
カ
ギ
」
を
か
け
目
の
届
く

所
に
お
く
よ
う
に
し
、
ま
た

ハ
ゾ
ド
ル
に
か
け
た
、
風
呂

敷
包
や
鞄
、
荷
掛
の
荷
物
等

石
井
舞
踊
団

御
礼
公
演

先
年
、
当
市
初
公
演
に
於
い
て

好
評
を
博
し
た
石
井
み
ど
り
舞

踊
団
一
行
が
、
連
合
青
年
会
主

催
、
教
育
委
員
会
後
援
の
下
に

先
年
の
好
評
と
そ
の
御
礼
と
に

答
え
よ
う
と
来
高
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
石
井
み
ど
り
女
史
は

舞
踊
界
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
石
井

漠
氏
の
高
弟
で
独
立
後
、
二
十

余
年
に
な
る
。
本
年
当
初
「
小

舟
に
て
」
等
に
於
い
て
文
部
大

臣
賞
授
賞
に
輝
き
、
檜
舞
台
帝

劇
を
皮
切
り
に
、
現
在
は
地
方

巡
演
中
で
あ
る
。

当
市
予
定
上
演
｜
「
豊
年
踊
」

「
小
舟
に
て
」
「
オ
リ
ン
ピ
ア
」

等
。
期
日
と
場
所

十
月
三
十
一
日

午
前
十
二
時
午
後
二
時

午
後
七
時

向
洋
会
館

十
一
月
一
日

午
前
八
時
三
十
分
十
一
時
三

十
分
午
後
二
時
午
後
七
時

高
萩
劇
場

入
場
料
小
学
生
二
十
円

中
学
生
三
十
円

高
校
生
五
十
五
円

（
い
ず
れ
も
団
体
）

一
般
当
日
売
二
百
円

前
売
百
五
十
円

（
青
年
会
ま
た
は
委
託
販
売
）

と
ら
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
こ
と
。

③
ま
だ
自
転
車
に
住
所
氏
名
を

書
い
て
な
い
方
は
、
近
所
の

自
転
車
屋
さ
ん
に
頼
ん
で
書

い
て
下
さ
い
。（

警
察
署
よ
り
）
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